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　この報告書は、第1部で第12回日米知事会議について、第2部で各

州およびワシントンD．C．訪問とアメリカ政府高官との会見について

報告いたしました。

　今回の日米知事会議は、南東アメリカ諸州の実業家約200名のシン

ポジュームと合同会議になり、従来の会議と趣きを異にしたものであり

ましたが、今後の日米知事会議のあり方に一つの示唆を与えるものと存

じます。

　各州の行政、産業等の視察も円滑に行われ、所期の目的を達成し得た

ものと思います。また、ニクソン大統領をはじめ、国務長官、国防長官

との会見が実現し、一般市民、日系人との接触も広く行われ、両国民の

理解と親善増進のうえにも実り多きものがあり、ピープル・ツー・ピー

プル外交のうえに、成果を収め得たものと思います。特に各州官民挙げ

ての盛んな歓迎と温いもてなしは、日本知事団に多大の感銘を与えまし
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第12回日米知事会議



，

会　　議　　次　　第

　　　　　　　　日　時：昭和48年4月14日（土）

　　　　　　　　　　　午前9時～正午

　　　　　　　場所：サウスカロライナ州チャールストン

　　　　　　　　　　　ハイバーニアン・ホール

1．開会挨拶：サウスカロライナ州経済成長機動部隊長

　　　　　　　ウィリアム．C．ウエストモーランド将軍（司会者）

2．歓迎挨拶：サウスカロライナ州知事ジョン．C．ウェスト

3．代表挨拶：福島県知事　木　村　守　江

4．議題〔1〕：国際通商関係（アメリカ側提案）

　報告演説：（アメリカ）サウスカロライナ州知事ジョン．C．ウェスト

　　　　　　　（日　本）香川県知事金子正則

5．　（シンボジューム）

　　テーマ：南東アメリカのため拡大しつつある市場としての日本

　　パネリスト　：oニューヨーク日本協会々長

　　　　　　（　　　　　　ゴロドニィ．E．アームスト’ロング

　　　　　　。日米貿易評講会理事

　　　　　　　ネルソン．A．スティット

　　　　　　。米国三菱商事K．K．ワシントン代表

　　　　　　　牧　原　　　実

　　　　　　。フロレンス大西洋卸売会社社長

　　　　　　　ラバーン．H．フェンターズ

　　　　　　Oフイッシュパーン会社々長

　　　　　　　F．B．フイッシュバーン
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6．特別演説：駐米日本大使牛場信彦

7．　コメント：ジョージア州知事　ジミー・カーター

8，バネル・ディスカッション

9．議題〔皿〕：社会福祉行政（日本側提案）

　　報告演説：（日　　本）千葉県知事　友　納　武　人

　　　　　　　（アメリカ）ノースカロライナ州知事

　　　　　　　　　　　　　ジエイムス．E．ホルシュオーサー2世

10．共同声明：木村知事の提案説明

　　　　　　　カーター・ジョージア州知事の賛成演説

11，閉　　会：

4
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ウエストモーランド将軍開会挨拶

　若い准将として九州に駐留中私は、別府市の200年祭に出席し、日

本入の大聴衆の前で話したことがあります。私は、日本語で話しました。

私は、原稿を通訳に日本語に訳させ、それを私独自の発音記号で書きあ

らわしました。私は、1語もその意味が判りませんでしたが、私が言わ

んとした概要は、どうやら判ってもらいました。聴衆は大変面白がりま

した。

　さて・この会議の出席者各位のうち、若干の方々についてご紹介いた

します。最初に福島県木村守江知事、香川県金子正則知事、千葉県友納

武人知事、栃木県荻山義夫副知事、長崎県桟　熊獅副知事。

　アメリカ側会議出席者は、次のとおりであります。ジヨージア州知事

ジミー・カーター、ノースカロライナ州知事ホルシュオーサー、

ヴァージニア州副知事ヘンリー・ホーウェル、アラバマ州知事代理L・

W・ニューノン、ノースカロライナ州前知事ロバート・スコット、フロ

リダ州知事代理フロイド・ホイットン、ミシシッピー州知事代理J・ボ

ール・クージ、ペンシルバニア州知事代理ロバート・バーク、ミネソタ

州知事代理ジェイムス・ヘルサー、マサチュウセッツ州知事代理フラン

シス・サージャントの各氏であります。

　次に・本日のプログラムについてご説明いたします。始めの部分は、

国際通商問題と貿易に関する議題について討議いたし、ウェスト知事と

金子知事が基調演説をされます。続いてシンボジューム・パネリスト各

位の報告がございます。次いで知事各位に関係の深い問題について、友

納知事の演説がございます。しかしこの議題は、すべての方々に関係の

深い問題であります。こののち休会に入り、階下の舞踏室でカクテル・
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パーティがございます。そののちこの部屋で午さん会が開催されます。

商務長官フレデリック・B・デント氏の特別講演がございます。

　午さん会ののち午後3時15分から階下の舞踏室で、シンポジューム

を再開いたし、貿易問題について円卓討議を行います。

　1973年の日米知事会議は、世界の2大経済大国間の意見交換のた

め、比類なき会議であります。

　この会議は、日米知事間で毎年開催され、過去13年行われて参りま

した。そしてこの会講は、日米交互に開催され、今年はサウスカロライ

ナで開催されることになりましたことを、誇りに存じております・

　日米両国の有力な政治家によるこの会議は、必ずや国際貿易の分野で、

意見と情報の交換のうえに、すぐれた基礎を築くものと確信いたすもの

であります。日米両国は、経済を拡大しつつあります。そして健全にし

て活気ある両国の経済は、われわれが両国の貿易の特性と方法に精通し

ておりましたならば、無限の利益を享受し得るものであります。

　次に、この会議にご出席の皆様及び、はるばる日本から来られた朋友

の皆様のホーストであるサウスカロライナのジョン・C・ウエスト知事

をご紹介いたします。

‘
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ウエスト知事の歓迎挨拶

　サウスカロライナのチ楡一ルストンに、アメリカおよび日本からの賓

客をお迎えいたしましたことは、私の心からの喜びとするところであり

ます。今明日、日本から来訪された知事各位に対し、衷心より歓迎の意

を表するとともに、皆様のサウスカロライナのこ滞在が、愉快で、かつ、

実り多きものでありますよう希望いたします。

　他の州から来訪された同僚である知事各位および知事代理の方々に対

し、私どもすべてに殊更に意義深いこの会議にご参加いただき、感謝の

意を表します。

　日本大使館の代表の方々およびその他の日本の方々には、私どもの州

によくおいで下さいましたと申し上げます。私どもの州では、「歓待」

という言葉は、言葉を越えた意味をもっておるのであります。

　そして今日ここに東南諸州からお集まりの幾百の実業家の皆様は、す

べて私どものプログラムと険係をもっておられる方々であります。日本

とアメリカにとって最も重要な問題は、国際貿易であると存じます。こ

のことは後刻、日本の牛場信彦大使と、アメリカのデント商務長官が出

席されますので、裏書されると存じます。牛場大使とデント長官に加う

るに有野総領事が出席されますことは、日米両国が、国際貿易の問題お

よび一般的な日米両国関係に、重点を指向している証左であると存じま

す。

　今明日に亘り、広汎な問題について意見の交換が行われますことは、

頗る有益であると確信いたします。日米両国の知事、実業家、政治的指

導者および市民は、日米両国の距離が短縮され、お互によりよく理解し

合うことにより、共通の利益を享受し得るのであります。
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　この最も特異な2日間の終結にあたり、2日間を顧みて、私どもは次

の3つの点を完成したと言い得ますよう望むものであります。すなわち、

1．日米両国間の共通問題討議のため、両国知事を召集した。　2．わ

れわれは、両国間の貿易の門戸を広く開放した。それ故日米の実業家は、

両国の利益のため協同することが出来る。　3．われわれは、お互の文

化についてより多くを学んだ。かくて両国の理解は、一段と深められた。

　私は、この会議の成果に多大の期待を寄せるものであります。

し

一6一



木村知事の代表挨拶

　ウエストモーランド閣下、サウスカロライナ州ウエスト知事並びに米

国州知事各位、米国知事会事務総長クリフィールド殿、ならびに来賓

の皆様。私どもは10日ほど前に日本を出発して以来、ハワイ州、アイ

ダホ州・ウィスコンシン州およびワシントンを訪問いたしました。訪問

をいたしましたそれぞれの州および都市で私どもは、知事をはじめ市

長その他経済界、教育界その他各界の指導者ならびに市民の方々とお会

いし、暖かいおもてなしと心からの歓迎をいただき、深く感謝しており

ます。とくにワシントンにおいては、ホワイトハウス、国務省、国会議

事堂等を訪れ、国家の最高指導者にお目にかかり、お話をする光栄に浴

しました。

　本日は、この大西洋岸の米国最古の都市のひとつであるチャールスト

ンで開かれる第12回日米知事会議に、かくも多数の米国州知事各位の

ご出席を得て、意見を交換する機会を与えられましたことを、大きな光

栄に存じます。

　私たちの前に二つの議題が提出されております。すなわち、アメリカ

側でお選びになった「国際通商関係」ともうひとつは、私どもの側から

提出した「社会福祉」とであります。これらは、いずれも両国にとって、

共通的な関心事であり、まことに適切な議題であると存じます。

　本日のこの会議が、両国の知事の真剣なご討議により、大きな成果を

収められますことを期待いたしますとともに、両国共通の諸問題の解決

に、大きな役割を果すことを念願いたすものであります。

　また、日米の知事がこのように一堂に会して討議する友好的雰囲気は、

必ずや両国の親善と相互理解のうえに、多大の貢献をいたすものと確信

いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　－7一



国際通商関係について
　ウェスト知事の報告演説

　本日の会議の議題は、私どもにとり特別の意義を有するものと存じま

す。世界の偉大な工業国として日本の出現は、近代の歴史上最も喜ばし

い出来事と存じます。そしてわれわれアメリカ人も、このことに関与し

ておりますことは、喜びに堪えない次第であります。

　しかしながら大きな発展の蔭に、多くの問題も生起いたしました。そ

の一つは、他の地域よりも一段とサウスカロライナに影響した問題であ

ります。すなわち織物工業に関する問題でありました。織物輸入の問題

を討議いたしましたのは、2年前ミズリー州セントルイスで開催された

日米知事会議でありました。アメリカ側といたしましては、この問題に

ついて、よりよき理解と可能な解決に到達し得たと存ずるのであります。

そして世界の主要経済大国となりました日米両国は、必然的に激しい競
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
争をすることになろう、しかしその競争は、友好的な雰囲気のうちに行

われるものであろうと存じたのであります。そしてアメリカ側から申し

ますと、日本が当面した関税と割当制度の問題は、会議ではよりよき評

価を与えられたと存じ、また、日本の代表各位も同様に考えられたと存

ずるのであります。

　いずれにいたしましてもこの会議の結果、サウスカロライナの私ども

は、織物を売り込むために日本に、貿易使節国を送ることを決定いたし

ました。怒った同僚の1人が私に手紙を寄せて、「知事、あなたは馬鹿

だ。あなたはエスキモーにアィスボックスを売るつもりか？　どうして

あなたは日本に織物を売り込み、納税者のお金を浪費しようとするのか

？」と言って来たことを忘れることが出来ません。
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　しかしながら私は、2年程前の第1回貿易使節団は、すばらしい成功

を収めましたことを、報告いたさねばなりません。その後別の使節団が

派遣されました。この使節団に参加した入々は、特に数週間前の平価切

り下げ以来、彼等の紡績工場は、注文が殺到していると私に語りました。

　それ故貿易には原則（basis）があるということであります。世界に

おける2大経済大国間の経済関係を拡張するには、機会があるのであり

ます。それ故私は、アメリカ東南部諸州のため拡大しつつある市場とし

て・今朝・日本について最も時宜を得た話題をもち得ると存ずるのであ

ります。私は、今日ここにご出席の方々は、ここで討議される事柄にょ

り、経済的、社会的およびその他の利益を享受されることと信ずるので

あります。
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国際通商関係について
　　金子知事の報告演説

　私は香川県知事の金子正則でございます。

　現在までに12回会を重ね、日米両国の地方行政の発展のために、ひ

いては両国民の親善友好のために寄与して来ましたこの誇るべき日米知

事会議において、国際通商関係を諸題として尊敬する米国州知事と意見

を交換する機会を与えられましたことは、実に光栄に存じます。

　元来、国際貿易関係の問題は、日本においては政府の責任において推

進せられているものであり、従って関係国の政府間において長期的展望

のもとに、協議をつくし、適正円滑に解決せらるべきものとして、常に

私ども知事は関心をもち期待しているところのものであります。

　然しながら通貨調整を初めとする国際通商関係の問題は、国民生活に

及ぼす影響も深く、特に地方行政の中において重要な農林水産業、中小

商工業に関する施策を推進する上において関係するところ極めて大きい

ものがありますので、私ども知事としても非常に関心の高い問題であり

ます。

　従って、私は地方行政を担当する老の立場において、この議題につい

て率直に若干意見を申し述べてみたいと存じます。

　第一　日本貿易の現状

　先ず日本貿易の現状についてその概要を申し上げたいと存じます。

　第二次世界大戦前における日本の輸出は、世界貿易の中において3．6

％の割合を占めていたのでありますが、終戦により0．5％にまで低下い

たしました。その後1960年代に至ってようやく戦前の状態にまで回
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復し、更に生産性の上昇、商品の質的向上等に支えられて輸出は伸び、

1971年にはその額は240億ドルにも達し、アメリカ、西ドイツに

次ぎ輸出額の多い国となったのであります。もとより、この輸出の増大

に伴い輸入も大きく伸びて来たのであります。

　今、日米間の貿易額をみますと、1972年は輸出入合せ147億ド

ルに達し・二国間の貿易としてはアメリカ、カナダ間の貿易に次ぎ世界

において二番目という状況であります。この貿易額を見ましても、日米

両国間の経済交流のもつ意義が如何に大きいものであるか、特にそれが

日本の経済と国民生活の上に及ぼす影響が如何に大きいものであるかご

理解いただけると思います。

　第二　わが国貿易の特性

　次にわが国の貿易の特性について一言ふれてみたいと存じます。

　ご存知のように、日本はアメリカのカリフォルニァ州よりも面積の小

さい四つの島にアメリカの人口の約2分の1の1億700万の人口が住み、

しかも国土の大部分は山地であり、耕地面積は17％で、天然資源も極

めて乏しいという自然的条件のもとにあります。

　従って、経済の発展に伴い、国民経済及び国民生活の上において欠く

ことのできない食料品及び工業原料等については、諸外国に依存する度

合が益々高くなって参り、現在それらの殆どが外国からの輸入にあおい

でいるという実状であります。これら食料品、工業原料及び原燃料等を

輸入するに必要な資金は、製品やサービスの輸出代金によってまかなわれ

なければなりません。

　このように日本としては、貿易立国を基本とせざるを待ない条件下に

おかれているのであります。これがため、わが国としては、財貨やサー
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ビスの円滑な国際交流のシステムを確保するため、他の国々以上に努力

する必要があり、現にその方向に努力を重ねているところであります。

　第三　わが国の貿易関係の改善

　次に日本として貿易関係の改善にどのように努力しているか私の見る

ところを申し述べたいと存じます。

　第二次世界大戦後における世界経済の自由化の流れの中にあって、

1960年以降日本も貿易の自由化を推進して来たのであります。

　先ず輸入の自由化については、1962年には輸入制限品目が492

残存しており、自由化率は約40％に過ぎなかったのでありますが、今

もなお残存している輸入制限品目は33となり、そのうち農水産品が24・

工業品が9品目であり、自由化率は97％に達しており、先進国の残存

輸入制限品目はフランスが70、デンマークが60、西ドイッが38で

あるに比べると、努力が払われて来ていると考えられるのであります。

　特に農水産物につきましては、ここ数年その輸入の自由化に努力を重

ね、そのため1969年現在、輸入制限品目として68残存していたの

が、24品目にまで減少するに至ったのであります。

　なお、非自由化品目については、国内需要や国内水産の動向から、今

後輸入量の増大がはかられるものと考えられるであります。

　ご存知のように日本の農業はその経営規模極めて小さく、平均1人当

りの耕地面積はアメリカが120エーカーであるに対し、日本は1．5エ

ーカーであり、これがため農業の生産性は低く、国内農産物価格は国際

価格より割高であります。従ってわが国の農業としては、国際農業の推

移、国内消費者の立場等内外の情勢を考慮し、農業構造改善を基本とし

て生産性の向上と生産の再編成の促進に懸命の努力をつづけつつある現
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■

状であります。

第四　輸出関連の中小企業の実状

　次に貿易関係の変動により最も影響を受ける中小企業の問題について

一言申し上げたいと存じます。

　日本においては、従業員300名以下の製造業を中小企業と言ってい

るのでありますが、この中小企業は国全体の製造業出荷額において約半

分、輸出額において約40％を占めており、これに関係する従業員は国

全体の従業員の4分の3であると言う状況で、国内企業の中に占める中

小企業の割合は、いろいろな点で欧米先進国に比べ極めて高いのであり

ます。また日本の中小企業は大企業に比べ、体質が極めて弱く、技術、

設備、資金、労働力に恵まれず、生産性が低い状況であります。輸出に

相当多く依存している中小企業の存在する地域は、現在日本全国で約

120箇所存在し、この120箇所の輸出額は日本の中小企業全体の輸

出額の約30％を占めており、しかもこの120箇所の状況を見ると、

繊維、雑貨、金属製品の3種類が全体の90％近くを占め、輸出に依存

している比率は平均40％であり、そのうちアメリカ向けの輸出が50

％に達しているのであります。

　日本の中小企業はこのような実情であるため、1971年のアメリカ

新経済政策の推進及び本年2月行なわれたドル10％切下げによって輸

出関連の中小企業は大きく打撃を受け、中央政府及び地方公共団体とし

ては、その影響緩和のためいろいろと措置を講じつつある現状でありま

す。

　輸出関連の中小企業としては、そのため目下一層生産性向上を図るべ

く近代化を推進しながら、先進国需要にマッチした製品の高級化、独自
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性のある新製品の開発をするとともに、従来の海外市場の外に新市場の

開拓に努めており、また、事業の転換にも思いを致している次第であり

ます。

　第五　今後の国際貿易のあリ方

　今後の国際貿易については、関係国がお互いにその潜在的な拡大可能

性を従来以上に探究し、この可能性を具体的に大いに伸ばし、自由貿易

の流れの中にあって長期的展望のもと、秩序と調和のある貿易が行なわ

れるよう努力すべきであると思います。

　特に如何なる事態においてもお互いに心から信頼し友好関係を強化す

べき必要のある日米両国においては、従来以上に誠意をつくし協議を遂

げ、両国間の貿易が円滑に行なわれることを望むものであり、貿易、資

本の自由化・国内産業政策の推進、秩序ある輸出の促進等によってB米

両国の国際分業にまで発展せしめて行くことが必要であると考えます。

　わが国の政府としては生産、輸出優先の経済社会構造から人間優先、

福祉中心型構造へ転換を図るべく新しく政治の目標を立て、輸出の適正

化、輸入の拡大、経済協力の拡充、国内景気振興にょる輸出の内需への

転換等に総力をあげて取り組み、国際協調の推進と国際収支均衡の早期

回復に大いに努力を払っているところであります。

　なお、貿易の安定的拡大が世界経済の調和的発展に資するとともに各

国国民の生活と福祉の向上にもつながるものと信じますが故に、この日

米知事会議が日米両国間の貿易の正常化に多少とも寄与あらんことを願

ってやみません。

　以上、国際通商問題についての私の意見発表は終りますが、極めて概

括的に申し述べましたので、日本側の出席知事においてご意見があれば
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発表を願い、私の報告の足らざるところを補完させていただきたいと存

じます。

　ご静聴を感謝申し上げます。
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シンポジユーム・パネリストの報告

　　　ニユーヨーク日本協会々長

　ロドニー・E・アームストロング

　私は、シタデル大学出身でありまして、当地チャールストンで幸福な

4年間を過しました。その後私は、海外駐在員として日本に駐在して、

日本に対する見聞を広めました。日米関係の改善という私の職業上の関

心事に関心をもつ、多くの友人たちのいるチャールストンを訪問できま

したことは、私の心からの喜びであります。

　1970年に私は、アメリカ領事として大阪に駐在しておりまして、

その年にそこで日米知事会講が開催されました。私はいろいろな行事に

参加いたしましたが、アメリカ人として大変気をもんだのであります。

と申しますのは、日本人の歓待と配慮と思いやりは、それはすばらしい

ものでありましたので、交換訪問で日本知事団がアメリカに来られた際、

果して同様な歓待のお返しが出来たであろうかと、心配いたしました。

が、当地で同様な厚遇が日本知事団に差し伸べられていることを知り、

安堵した次第であります。

　歴史家であり、歴史的観点から物事を考えるライシャワー大使は、か

って、日本が指導老としての重要な立場で世界の檜舞台に登場したこと

は、20世紀後半における唯一最大の出来事であると申しましたが、私

はまことにその通りであると存じます。

　私どもの心に描く地図は、時代遅れのものになったと思います。私ど

もは、新しい地図を描く必要があります。例えば、経済的生産性、文化、

人口に基づく地図を描く必要があります。そのような地図を描けば日本

は、アジアにおいて重要な地位を占め、われわれの頭に描く古めかしい
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地図よりも多くの点で、南東アメリカの当地域に、より密接な関係を持

っことが分ると存じます。

　私は、今日ここで開かれている会講は、真に歴史的会議であると存じ

ます。チャールストン人は、皆さんご存知のとおり、建物に真鍮の額を

掲げることが好きです。数年後にそれを見る時、その額の中の文字は、

今日のこの会議の議題であろうと思います。なぜならば私は、日米両国

の関係は、あらゆる点で限りなく発展することを知っておるからであり

ます。そして私は、この会議は、この事実を認識するためのものである

と存ずるのであります。

　さて私は、短時間コンミュニケーションの問題について述べてみたい

と存じます。すなわち、容易で自由なコンミュニケーションを発展させ

る上に、アメリカ人と日本人間の妨害となっている国語、文化、歴史、

社会制度の分野について述べてみたいと思います。

　最初に国語の問題について述べたいと思います。英語と日本語は、容

易な相互連絡を妨げる悪魔のように考えられています。あらゆる点でこ

の両者は、完全に近いまでに相反しています。日太語が、英語会話国民

とコンミュニケーション上関係をもっ一つの要素は、日本語は、文法的

に頗る複雑ですが、発音は、世界各国語中最も容易であるということで

あります。英語が3，000ものシラブルをもっているのに、日本語は、

凡そ130しかもっておりません。それ故皆さんは、皆さんの日本の友

達が、長年献身的に英語の勉強に努力しても、彼等が自国語を話してい

る限り、印象に残るほど立派に英語を話す人に出逢うことがない、とい

うことを発見するでありましょう。

　もちろん歴史は、両国間に立ち塞がるもう一つの面であります。アメ

リカ人はもちろん25年～30年前の不幸な戦争を思わざるを得ません。
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しかしながら文化交流について語る時、恐らく最も障害になっている問

題は、1600年代の初めから始まり、19世紀中葉ペリー提督が日本

の門戸を開くまで続いた、一切の国際交流から完全に孤立した、日太の

歴史的経験でありました。この間日本人は、大方の諸国が開拓した外国

人とのコンミュニクーションを、全く怠ったのであります。

　日太政府は、最近、今までに例のないようなことをやりました。彼等

は、日太における人間関係（human　relations）という書物の英訳本

を発行しました。この書物は、地方の総領事館や、ワシントンの大使館

で入手することが出来ると思います・日本以外の何処の国で、その国の

人間関係について外国語で説明する必要を、感じた国があったでありま

しょうか？　それは日本人の社会組織に、ある種の重大な相違があるた

めであります。

　日本と取引きする時は、日本の人的要素に注目すべきであります。日

本人はグループ組織になっておりますので、取引きする際は、これらの

グループの広い範囲に亘って、個人的に接触を持たなければなりません。

　日本人が政策を決定する場合には、会社なり役所なりの中間層が決定

するということです。頭のよい若者がアィティアを出し、彼は、横の調

整をとり、次いで下部の調整をとり、最後に上層部にもって行くのです。

この過程は、多くの時間を要しますが、一度一つの組織内の意見が統一

すれば、そこで始めて満場一致の行動を始めるのです。このような人間

関係を知っておくことは、日本との貿易上助けになると存じます。
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日米貿易評議会理事
　不ルソン・A・ステイツト

　今日日米両国の経済は、自由主義社会において最も活気に充ち、生産

的であります。今年両国の貿易は、アメリカとカナダに次いで最高額の

150億ドルを越えるものと期待されております。この趨勢は、将来と

も発展し続けるものと信ぜられております。

　戦後日太の経済復興は、年間国民総生産において、60億ドルからほ

ぼ3，000億ドルにまで急速な成長を遂げました。しかしながら不幸に

してこの急速な回復は、日太の将来について、多くの神話や誤認を生ぜ

しめました。すなわち経済学者、特にハドソン研究所の有名なハーマン

・カーンは、紀元2，000年までに日太は、経済力においてアメリカを

凌駕するであろうと予言しました。この簡単に割り切った予見によって

日本は、流れ作業のロボットのような国民であり、生活の質よりもGNP

の大きさに関心をもつ国民であると考えられるようになりました。

　試みに日米両国の経済力を比較してみましょう。日本が恐るべき競争

相手に成長したことは、確かに事実でありますが、アメリカのGNPは、

1兆1千億ドルを越え、日本のGNPの4倍以上に及んでおる事実を、

見失ってはならないのであります。かつまた、アメリカの巨大な生産力

を考慮すると、ニクソン大統領が、「彼（日本）はアメリカの刺戟材料

である」と言ったことが、容易に理解されるのであります。事実、概し

て日本の挑戦は、アメリカをして、世界の市場でより効果的で、より競

争的たらしめたという点で、アメリカの対外経済政策上、健全な影響を

与えたと言い得るのであります。

　GNP対生活の質の問題に関して日本国民は、彼等の社会問題解決上、
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多大の過誤を犯したことは確かであります。空気と水の汚染、都市の雑踏、

水準以下の住宅問題等は、アメリカよりも日本が、遙かにきびしいので

あります。多少の正当性はあるにしても日本は、過度に輸出貿易を押し

進め、国内問題を無視する傾きがあったと言われてきました。

　最近の演説で田中総理は、　「経済成長を国民の福祉に役立てる」こと

を約束いたしました。この演説で同首相は、「この繁栄のかげに多くの

問題が生じた」ことを認め、環境汚染、高物価、住宅難を挙げました。

要約すると日本は、優先順位の立て直しを決意し、国民のため生活の質

の改善に、その資源を動員し始めたのであります。

　貿易の面で日本は、アメリカの40億ドルに上る赤字の解消に、多く

の有意義な手段を講じたのであります。先づ日本は、輸入障壁を取り去

る運動を始めました。輸入割当ては、概ね除去され、現在僅か9品目に

適用されているにすぎません。

　第2に日本は、1973年7月までに、ノーマルな輸入のうえに、更

に10億ドルのアメリカ商品を購入いたします。これは必ずしも双務的

な貿易収支を是正するものではありませんが、確かに正しい方向への1

歩であります。

　第3に日本は、最近大規模な関税切り下げを実施いたしました。1β00

種の産業及び加工農産物の関税は、20バーセント引き下げられました。

日本への輸出、特にアメリカの輸出の刺戟を目的としたこの行動は、ケ

ネディー・ラウンド（関税一括引き下げ交渉）に合意された、関税引き

下げ以上のものがありました。

　第4に、貿易超過額を一段と引き下げるため日太は、最近、輸出抑制

の遠大な計画を発表いたしました。輸出貿易統制令で規制される品目の

リストは、自動車、オートバイ、家庭電機、カメラ、テープ・レコーダ
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一等を含め、約20品目に及んでおります。この計画は、個人業者によ

る自発的輸出抑制の奨励を求めるものであります。これらすべての措置

が示すものは、日本とのアメリカの貿易の赤字は、日本政府にとっても

アメリカ政府にとっても、頗る重大な問題であるということであります。

私は与えられた時間を使い果しましたが、この問題につきましては、質

疑の時間に取扱われることになると存じます。

　1934年の貿易協定書の採択以来、合計6人の大統領が、世界貿易

の障壁を取り去るため努力いたしました。私どもは、今年は、大統領と

議会が協力して、適切な貿易法を制定されることを希望しょうではあり

ませんか。

米国三菱商事入・K・ワシントン代表

　　　　牧　原　　　　実

　私は、日本経済の現状、日米両国間の文化的、経済的諸問題について

メモを用意いたしましたが、これらの問題は、すべて金子知事およびそ

の他の方が述べられましたので、私は、アメリカの対日輸出の増加に関

連し、一般貿易会社の機能に限定して、お話ししたいと存じます。

　私どもの業務をご理解いただくため、日本独自の一般貿易会社の定義

から申し上げたいと存じます。卸売業やブローカーに対し、一般貿易会

社の標準的定義がある訳ではありません。そこで私は、業務上の定義を

申し上げたいと存じます。

　始めに、私どもは、非常に多額の売上高をもっていることに特性をも

っています。次に私どもは、非常に広範囲の商品を取引することに特徴
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があります。第3に、可能なあらゆる地域において取引することに特徴

があります。そして最後に、あらゆる種類の取引きを行うことでありま

す。

　多額の売上高につきましては、日太の10大貿易会社の数字を挙げて

説明したいと思います。これらの会社は、2年前平均60億ドルの売上

げを記録し、税引き後の利ざやは、0．3パーセントでありました。

　私どもが取扱う品目は、何処かで私どものキヤッチフレーズをお聞きに

なったと思いますが、ウドンからミサイルに及んでおります。活動範囲

につきましては、お許しいただいて私の会社の例を申し上げますと、三

菱会社は、約100の海外事務所と、約60の国内事務所をもっており

ます。アメリカでは私たちの本社は、ニューヨークにあります。また、

ワシントン、アトランタ、ピッツバーグ、ヒューストン、デトロイト、

シカゴ、ロスアンゼルス、サンフランシスコ、ポートランド、シァトル、

アンカレッジ、ハワイ、プエルト・リコに事務所があります。これで全

部だと思います。

　私どもはまた、多数の社員を有しています。このことは、他の貿易会

社についても言えることであります。そして圧倒的多数の社員は、大学

卒業者であります。私どもの会社の社員は、12，000人で、そのうち

海外在住者約800人は、2，000人以上の外国人社員と共に働いてい

ます。私はコンピューターによる正確な数字は知りませんが、私どもの

会社で1日6，000件の契約をし、50人が絶えず空輸されているとい

うことであります。

　私どもの商業活動について申し上げますと、単に輸出だけでなく、輸

入や国内および第3国との取引きもいたしております。1970年の10

大貿易会社の売上高のパーセンテージを申し上げますと、日本からの輸
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出16パーセント、日本への輸入21パーセント、海外での取引き5バ

ーセント、国内取引き58パーセントとなっております。

　これら10の会社にょる日本の全輸出入貿易の売上高は、輸出の50

パーセント、輸入の60パーセントがこれらの会社を通じて行われたこ

とを示しております。

　事業の大きさとその性質および、私どもがそれによって活動する僅少、

かつ、正確なマージンから皆様方は、変化に対して私どもが、いや応な

く敏感であることがお分りいただげると存じます。

　金子知事とスティット氏は、世界経済における日本経済の変化を指摘

されました。われわれは戦後に出発し、もちろん今日なお稠密な人口を

抱えて、僅かな原科しか持たない国であります。このため戦後日本は、

強く輸出に依存いたしました。その結果、日本の海外積立金は、1960

年代の後半まで漸次増大いたしました。恐らく多くの日本人実業家や経

済学者すらも驚く程、われわれの海外積立金が急速に増加し始めました

のは、1970年以後のことであります。その結果日本の輸出に対して、

海外から抵抗が起りましたが、日本は、各地において急速に剰余金を殖

して行きました。他方日本国内では、輸出のために生活を犠性にし、公

害に苦しむことが正しいかどうかという批判が起って参りました。

　それ故今日われわれは、高度に生産的な工業化された持てる国であり

ます。スティット氏は、今や私どもにとって重要なことは、優先順位を

改めることであると述べられました。これは言うは易く行うは難い問題

であります。私は、日本は今なお額に汗して働き、ポロをまとい、しか

もポケットには多額のバラ銭を持っている人のようだと思います。日本

は、どうすべきか決定しかねているのです。日本は走り続けておるべき

なのか、また、どのようにお金を使うべきなのでしょうか？
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　生活が、日本の健全な経済成長に依存している一般貿易会社は、日本

経済の進路の変更に貢献できますように希望しております。この意味に

おいて私どもは、一段と輸入に方向を転じました。そして私どもは、よ

り多く海外からの輸入品目を発見し、海外経済の成長に参加できるよう

に、海外の配給システムを合理化し改善するため、日本への投資に強

い関心を抱いております。

　南部、特にこの地方と私どもとの特別な関係につきまして、私ども日

太人は皆、この地方は大いに発展すべき、頗る安定した地方であると存

じております。

　私は、この地方から日本への輸出を増加する、偉大な機会があると信

じます。ウエスト知事は、このような2つの地域には、当然鋭い競争が

起ると申されました。しかし私は、両地域間に存在する友情に基づく時、

相互の問題は解決し得て、一大飛躍をなし得るものと信ずるのでありま

す。

フロレンス大西洋卸売会社々長

ラバーン・H・フエンターズ

　私は、ジョン・ウエスト知事のお蔭で日本を訪問することができ、す

ばらしい経験をいたしましたo

　数年前から私は、イエロー・パイン（米国産松）について照会を受け

ていました。日本人は、イエロー・パインでボウリング場を造るのです。

その後私は、日本人はボウリングが大好きなことを知りました。彼等は、

ボウルをイエロー・バィンのレインの上を転がすのです。私が日本を訪
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■

問したのは、このためでした。

　ここでちよっとわき路にそれて、日本人についてお話ししたいと思い

ます。と申しますのは、私の日本訪問と日本との取引きに深い関係があ

るからです。私は京都に行きました。そしてお寺の円柱を見ていました。

私はガイドに、この寺はどの位古いのかと尋ねました。ガイドは、「千

年位のものですよ。けれどもあなたが手を触れているその円柱は、2ρ00

年位経っているでしょう。」と申しました。私が愛しているチャールス

トンで350年は、ずい分古い昔のことですが、今お話ししているのは、

私たちの文化よりも叢かに古い文化をもち、親切心と厚遇とで比類のな

い国民についてお話ししているのです。

　私はまた、東京で、他日皆さん方に見ていただきたいものを見てきま

した。ある朝私は、4時半に起きて魚市場に参りました。ここほどすば

らしい満足を与えてくれたものはありませんでした。それは本質的に自

由貿易なのです。ブロード街からフォート・サムスターまでの地域と、

アッシュレイとクーバー河の境界を想像して下さい。この地域に10000

人の人々が魚と取組んで忙がしく働いているのです。一方の側には1ト

ン程もある魚があるかと思うと、終りの方の列には、金魚ほどの小魚が

並んでいるのです。

　それはそれとして要点は、午前4時30分頃から10時頃まで、私が

見たこともないような一大自由貿易が行われたことです。私は、アメリ

カの実業家や経済学教授は、ここでひと朝過すことを希望します。卸売

業者、配給業者、小売商、主婦それに商人たちが、多くの印象を与えま

した。一番深い印象を覚えたのは、それぞれの階層で、それぞれの販売

経路で、単に魚を容器に詰込むのではなく、日本人は美的感覚をもつて

いるということでした。彼等は、イワシを持ってきてそれで庭を造るの
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です。1トン程も魚のは入った箱であろうと、イチゴの箱ほどの小箱で

あろうと、彼等はそれを巧に飾るのです。どんな場合でも彼等は、それ

を一番美しい場所に展示することに、深い印象を覚えました。

　さて、貿易の問題にたち戻り、日太人に売り込むことは、困難ではあ

りません。むしろ容易です。と申しますのは、州政府も連邦政府も、わ

れわれに援助を与えてくれるからです。大使館の商務官は、注文を取る

ために出来る限りの援助を与えてくれます。私はいくつかの大貿易商社

を訪ねましたが、彼等はいつも私を歓迎してくれました。そして私は、

どのように日本と取引きすべきかについて、少しずつ学びました。

　アメリカ商社の5パーセント弱のものが、日本で直接または間接に取

引きしています。アメリカ商務省は、クレジットを保証し、取引に都合

のよい条件をつくるため、あらゆる努力をしてくれます。

　それ故日本との貿易を発展させることは、われわれに季されているこ

となのです。複雑なことではありませんが、ぜひ心に留めて置かねばな

らないことは、チームの努力ということです。イエロー・パインをチャ

ールストンから横浜へ運ぶ場合、チャールストン郡、バークレイ郡、サ

ウスカロライナおよび全南東アメリカの木材栽培者、収穫者、製材業者、

配給業者、海運業者、信用銀行等と関係をもち、グループとしてのチー

ムの努力を必要とします。かくてイエロー・パインは、コンテナに詰め

られて日本に売り出され、日本人は全日太のボウリング場のアリー（ボ

ウリング場の床）に使うのです。

　私にとって日本訪問は大変愉快でした。皆さんが日本訪問の機会をも

たれますよう希望いたします。
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7イツシユパーン会社々長

　F．B．フイッシュバーン

　私の会社は、フ窄ツシュバーン・インタナシ冒ナルといって、海外と取

引きしています。私どもの会社は、葉タバコを大樽に詰める世界の水力

圧搾器の80パーセントを製造しています。会社は、ノースカロライナ

のアッシュビルにあります。

　1969年にノースカロライナ商工部のロン・マックローン氏から、

14名の貿易使節団に加って、シドニー、メルボルン、香港および東京

を訪問するように勧められました。私は、この使節団にお招きいただい

たことに対し、マックローン氏に感謝しています。この使節団に参加す

る以前わが社の海外取引きは、過去25年間、年平均10，000ドルに

すぎませんでした。使節団から帰国した翌年わが社の海外取引きは、全

売上高の52パーセント上昇し、1970年以来凡そ50パーセントに

定着しています。それで私は、勧められたら実業家は、貿易使節の機会

を逃さないように強くお勧めします。

　この貿易使節を顧みます時私は、どうしたらわが社の製品を、日太に

売込むことができようかと考えました。それで2つのことが心配になり

ました。一つはコンミュニケーションの問題です。これは非常に重要な

ことです。その2は、どうして日本の市場で競争できるかということで

しだo

　アメリカの実業家にとって幸いなことは、日本で取引きするのに優れ

た日本の貿易会社を、代理店として使うことが出来ることです。これら

の会社は、訓練の行き届いたスタッフを持っていて、彼等は正確な意志

の伝達に、すばらしい援助を与えてくれます。
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　私にとって第2の関心事は、日本製の圧搾器と太刀打できるものを、

どうしてノースカロライナに持ち帰ることができようかということでし

た。私は、兎に角使命に適進することを決心しました。私は、ひたすら

見聞をひろめ、かくして私の疑問に対し、否更に重要なことは、わが社

の製品に対し、回答を見出したのです。私は、日本の会社で造られた多

くの製品を観察し、商店の棚にある消費財に注目する機会を得ました。

これらのものをアメリカ製と比較して私は、単純化こそ低廉なコストと

大いに関係があるにちがいないと考えました。

　1年後わが社は、日本専売公社のため、特にケースに詰めるタバコ包

装機の見積価額の提出を要請されました。私どもは・私が使節団で見て

来た単純な設計と構造を適用しました。その結果わが社は、注文を受け

たのであります。後日私は、わが社の価格は・日本製のものより33バ

ーセント安価であると聞きました。

　わが社は、他の製品のすべてに設計の単純化を適用し、海外市場への

進出を容易にしています。

　さて皆さん、なぜフイッシュバーンが、日太で学んだ単純化の教訓を・

この会議でお勧めしているのかとお尋ねになるとしたら・ごもっともな

質問と存じます。それは次の理由によるものです。アメリカではすべて

のものが、次第に複雑化の傾向にあります。大方の会社の技術部は、過

去数年デザインの複雑化の傾向にあり、わが社も同一轍を踏んで参りま

した。私は、ケープ・ケネディーで、ロケット打上げ設備や制御システ

ムを見て来ました。月に達することは、偉大な業績であることは間違い

ありませんが、この仕事に責任ある技師たちが、過剰デザインの問題に

苦しむことはなかったのかと不思議に思うのです。もっと単純化された

方法で、月に達することが出来なかったのであろうか？
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　私は、社長ですが、また、主任技師でもあります。時折り得意先から、

わが社が数年前に製作した製品を、重ねて注文されることがあります。

古い設計図を点検して私は、その設計の複雑さと、製作コストの高いの

に驚くのであります。そこで私は、価額を上げることなく、設計を単純

化させたのであります。私は、また、会社の発明家で、72の機械を発

明し、17力国にパテントが申請してあります。これらパテントのある

ものは、複雑な設計のため、製図用紙の紙の価値しかありません。これ

は、最初に日本を訪問する以前に、私が、設計の単純化について十分研

究していなかったことによるものであります。

　私の会社が日本語を勉強する時間を、与えてくれたらよかったと思い

ます。そうすれば私は、流暢な日本語で、どうもありがとうございまし

たと、感謝の念を表現できたと存じます。私が日本の方々から学んだ教

訓に対し、心からお礼申し上げます。今日、この会議に出席しているわ

れわれが、日本の方から単純化について学ぶことが出来れば、われわれ

は、多くのことを成就し得ると存じます。製造業に従事する人々は単純

化にょり、製品のコストと価額を下げることが出来ましょう。われわれ

は、ある数の従業員を、他の高度な技術を必要とする仕事にふり向ける

ことが出来ましょう。われわれは、世界市場の競争に十分堪えることが

出来、保護貿易に気を奪われることなく、収支の改善を図ることが出来

るでありましょう。

　政府の役人であられる皆様方もまた、州の事業と手続きの単純化に、

私のよい体験から教訓を引出し得ることと存じます。これを達成されれ

ば、もっと少い職員で足り、予算の削減が出来るでありましょう。

　最後に私は、日本との貿易で、私が体験した満足の念と、日本政府か

ら受けたご協力に対し、深く感謝の意を表します。
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牛場大使の特別演説

　今日ここで皆様方とお会い出来ましたことは、非常な光栄であり、喜

びとするところであります。日米両国指導者間の友好を深めるうえに頗

る重要な日米知事会議に、皆様方は、多くの議題、特に貿易について討

議する機会を得られたのであります。

　過去数年間、大平洋の両岸の責任ある人々は、アメリカの日本からの

輸入は、日本への輸出よりも遙かに急速に増加し、その結果、両国間の

貿易の不均衡が増大しているという事実を憂慮しておりました。日本政

府は、この傾向に対して、アメリカ政府と同様、心痛して参りましたこ

とは確かであります。そしてこれが逆転を試みて強力な手段を講じたの

であります。とりわけ日本は、大いにアメリカからの購入増加を図る措

置を講じたのであります。

　本日、極く最近の最も快報である貿易上の数字を発表できますことは、

私の満足とするところであります。私どもが輸出入統計を完結する最近

3ヵ月一12月、1月、2月一の日本のアメリカからの輸入は、42

パーセントの上昇でありましたが、他方アメリカへの輸出は、昨年の同

期と比較して僅か16・6パーセントの増加にすぎませんでした。これ

は反対現象が顕著であった最近数年間と比較して、鋭い対象を示すもの

であります。

　さらに、極く最近の輸入ライセンスの統計は、とりわけ力づけとなる

ものでありまして、将来の貿易動向の鋭敏、かつ、明確な指標となるも

のであります。と申しますのは、これらの統計は、2ヵ月から4ヵ月平

均による実際の船積みに先行するものだからであります。それ故日本の

アメリカからの輸入ライセンスは、2月に前年同月を凌駕すること88
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パーセントの上昇であり、他方輸出は、僅か8パーセントの増加にすぎ

なかったということは、注目に値すると存ずるのであります。私はまた

これらの数字は、ドル価においてであるという事実に、皆様方の注意を

喚起したいと存じます。それ故アメリカに輸出した実際の数量は、減少

しておるのであります。更にアメリカからの3月の輸入ライセンスは、

昨年同月の125パーセントの上昇という驚くべき数字に達しておりま

す。私どもは、また、極く最近、3月31日に終る日本の会計年度にお

いて、アメリカからの輸入ライセンスは、46．8パーセントの上昇で、

年間合計額70億9，000万ドルであることを知ったのであります。

　国際貿易の経済学者や輸出業者にとって、これらの数字は、数年来の

日米貿易の傾向に対し、正に本質的に重要な意味をもつ、逆転を示すも

のであります。これらはまた、最近2年間に、輸入を奨励し輸出を抑制

するため日太政府がとった広汎な措置が、実効を奏し始めたことを示す

ものであります。

　貿易問題に関しては、更に多くのニュースがありますが、私は数字で

皆様方をあまり苦しませたくありません。昨年の会計年度に日本の世界

貿易における輸入ライセンスは、270億ドルに高まりました。前年の

41パーセント増であります。同期間中の輸出ライセンスは、僅か184

パーセントの伸びにすぎませんでした。これは1967年以来の最低の

伸び率であります。ここで再たび私どもは、これはドル価によるもので

あることを注意申し上げたいと存じます。かつまた3月には、全輸入額

は、今までのレコード35億8，000万ドルに達しました。日本の世界

貿易の輸入額が、ただの1ヵ月で30億ドルを越えましたのは、史上は

じめてのことであります。3月のこの数字は、昨年同月を越えること90

パーセントの増加を示すものであります。他方輸出ライセンスは、僅々
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13．7パーセントの増加にすぎませんでした。

　これは世界貿易の将来にとって、よいニュースであることは、疑う余

地がありません。恐らく経済学者は、どうしてこのような方向転換が今

時起ったのかと、この数ヵ月間分析しておることと存じます。輸入を促

進し、輸出を抑制するため日本政府がとった広汎な措置に加うるに、2

度にわたる通貨の再評価が、効果を発揮し始めたためと思われるのであ

ります。ご承知のとおり円は、1971年12月以来、ドルに対し約35

パーセント再評価されました。これは世界最大の通貨調整でありました・

このことは順次にアメリカ輸出業者に、世界市場における多大な競争力

を与えたのであります。私は、十分にこの競争力を利用されることを希

望いたします。これらすべての措置は、今は好ましい効果一すなわち、

できるだけ速やかにアメリカと日本の貿易を、お互に満足すべき均衡状

態一をもたらし始めたと存ずるのであります。とは言うものの、空前

の国内事業の動向が、将来の貿易のパターンに影響を及ぼすかも知れま

せんので、われわれの楽観主義は、常に警戒する必要があります。しか

しこの条件を受入れたうえで私は、これら最近の数字は、将来に対し希

望がもてる意義深いものがあると存ずるのであります。

　これらの数字は、また、国会が大統領の提案した貿易に関する法案の

審議を行わんとする時にあたり、大いに関係するところがあると存じま

す。アメリカの輸出は、世界市場において、常に高度な競争力をもって

いるということは、アメリカ人にとりたのもしい限りであります。将来

ますます競争力に富むものでありますよう希望いたします。

　更にまた、大方のアメリカ人が知っておられる以上に日本は、世界貿

易における活動力を取り戻されるように、アメリカ援助に広範囲にわた

る措置を講じたのであります。すなわち、大きな通貨の再評価のみなら
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ず、広範囲に亘る措置によって、アメリカの輸出促進を奨励する一方、自

国の輸出を抑制して参りました。

　私どもの目標は、アメリカの目標と同様日米両国が繁栄するような、

相互に利益となる貿易を振興することであります。この意味において私

は、アメリカ政府が、関税を引き下げ、関税障壁をなくすため、他国と

協議する権限を大統領に賦与する法案を、国会に送ったことを注目した

いと存じます。この法案は、また、貿易を制限する臨時的措置を法制化

するものであり、日本は、この法制化が、国際ルールと手続きの枠内に

おいて実施されるものと信じ、かつ、希望するものであります。私ども

は、主要貿易国は、拡大する世界貿易の基本理念の支持に協力すべきで

あるという考えに、完全に同意するものであります。この目的に向って

日本政府は、貿易と資本取引を一段と自由化し、次回国際協定の推進に、

　　　　　　　　　　　　　　　　全力を挙げて協力することにより、この世界を挙げての努力に喜んで協

力いたすものであります。

　要約すれば日米両国貿易のすう勢は、非常に有望であり、来るべき国

際協定は、世界の貿易を、世界の繁栄と世界の平和に重要性をもつ確固

とした基盤に置く、歴史的機会をわれわれに提供するものであります。
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カーター知事（ジョ．一ジア州）のコメント

　私が気付いたひとつの点は、日本とアメリカとの政治状況の相違であ

ります。金子知事などが県知事として23年も在任され、しかも非常に

お若いということは驚きであります。

　われわれは、これまで知事として、日本の実業家や政治家と知り合う

機会を持ちました。少し前に私と家内は、牛場大使夫妻をお招きし、ジ

ョージア州の知事公邸に泊っていただきました。ちょうどその夜大統領

が重大発表をした時でありましたので、牛場大使とその発表内容につい

て、また国際関係全般について何時間も話し合って楽しい時を過しまし

た。大使は日米間の輸出入の変化、とくに米国東南部における繊維のご

とき敏感な品目に関する貿易の変化について、アトランタの実業家を前

　　　　　　　　　　　　　　　　　
にすぐれた演説を行ないました。われわれはお互いに学び合うことがで

きます。

　私の家内は、牛場夫人が「私はこの国が好きだ。というのは、私が日

本にいる時は夫よりも数歩うしろを歩かねばならなかったが、アメリカ

では夫と並んで歩いている。」と語るのを聞いて興味を感じました。大

使夫人は、大使がそばで聞いていない時にわれわれにこっそりと「私は

ときどき、夫より前を歩くことさえある。」と語りました。

　われわれはお互いに学び合うことができます。私はその翌朝のことを

非常にありありと記憶しています。われわれはジョージア州独特の朝食

をとっていて、食卓にはグリッツ（ひき割りとうもろこし）が出されて

いましたが、牛場夫妻は、どちらも、以前にグリッツを食べたことがあ

りませんでした。しかしためしに最初の一盛りを口にしたあと、すぐに

ご両人ともすぐにお代りを要求しました。牛場夫人は、自分のグリッツ
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にバターを使いましたが、大使の方は夫人ほど早く進みませんでした。

　今日の午前中は、われわれのすべては多くのことを学びました。午後

は色々な行事が行なわれるのを期待しています。昼にはわが国の商務長

官が演説されることになっています。

　われわれ両国の相互関係は、まだ十分に開発されつくしていません。

ジョージア州では、日本との文化的・政治的結びつきをかためるために

われわれは、積極的に動いてきたばかりでなく、日本の実業界や知識人

たちとの友情を深める努力をしてきました。さきごろ日本のトップクラ

スの実業家20人をアトランタにお迎えし、私、市長、州内の商業会議

所や実業界代表が会いました。

　彼らが日本におけるアメリカ商品の市場を求めていること、そしてわ

れわれの州に投資する機会を求めていることを明らかにしたことは、わ

れわれにとって嬉しい驚きでありました。この数か月来、われわれは、

いくつかの極めて喜ばしい発展ぶりをみてきました。私は一つの州がな

しとげたことの実例としてこのことを述べているのであって、他の州も

同様によくやっていることを確信しています。

　ジョージア州のメイコンでは、YKKのチヤック製造会社が工場を設

立することを発表しました。YKKは、世界最大のチヤック（ジッパー）

製造業者であり、まず手始めにジョージア州の中部地域の労働者600

乃至700名を雇う予定であります。

　コンデンサーをつくっている村田会社は最近ジョージア州カーターズ

ビルに新しい工場を建設することを発表しました。この会社は、わが州

のきわめて良質のかまや粘土を使い、ジョージア州の人ぴとを雇って製

品をっくり、アメリカや日本で売りさばくことを考えています。

　サバンナの伊藤会社はトラックの組立てを行なっています。日立はジ
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ヨージア州の人びとを雇い入れてエレクトロニクスの設備を製造してい

ます。サウスカロライナ州から余り遠くないジョージア州のラボニアで

は、鈴木会社が紡績糸をつくっています。

　以上は、日本の実業家たちがジョージア州に直接投貿を行なって高度

の工場を建設し、ジョージア州民を雇用して、アメリカや日太で販売す

る商品を生産している実態であります。

　加うるに、わが州の首都アトランタに、いくつかの日本の大商社が事

務所を設けているのは喜ばしいことであります。最近三菱商事は、この

地に地域事務所を設置することを発表しました。これは自然なことであ

ります。というのは、日本で生産、販売しているアメリカ製品の中には、

アトランタを発祥の地とし、アトランタに本部を置くコカコーラ会社が

あります。日本の大商社はまた、キヤタピラ式トラクターその他を製造

し配給しています。またニコン・カメラなどの高級品をわれわれの州で

販売しています。

　丸紅会社も、アトランタ州で三菱商事と同様に活動している貿易会社

であります。（三菱ほど大規模ではないが）。三井物産もアトランタに

大きな貿易事務所を設置しました。

　さまざまの可能性が存在するしるしとして、最近多数の日本の会社が

わが州に進出して販売およびサービス事務所を設けました。むろんわれ

われは、最近非常に人気を博している小型自動車の販売網のことを知っ

ています。そのほか、ソニー、パナソニック、ノリタケ（食器製造業者）、

ミノルタ、シャープ、川崎などもわが州全域にわたってサービス・販売

網をつくり上げました。

　私は知事として、どんな人がジョージア州に住むか、かれらは文化、

経済、教育の上どんな関係をもつかを知るため、また・カーターズピル・

　　　　　　　　　　　‘
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ラボニア・メーコンなどの小都市の指導者との友好の方法を知るため、

試みにわが州にきた日本の実業家たちと接触する機会を持ちました。わ

れわれは、彼らがしぶとい交渉相手（完全に正直で、全く率直な）であ

ることを知りました。「これはわれわれがこの地域の人びとに期待し望

むところであり、（われわれと州との関係、またわれわれと州内の工場

で働き顧客につかえる従業員との関係）もこのようなものとなるだろう。」

と彼らは述べています。

　彼らの態度については疑はありません。それは見事な事業経営の態度

であり、彼らとわれわれとの間の共通の友情を求める強烈な希望であり

ます。

　私はアメリカのコカコーラ、自動車、キヤタピラ式トラクターなどの

製造業老も同様に積極的で、同様に有能だと思います。わが国の労働者

は、疑もなく日本のそれに匹敵します。彼らとわれわれとの間には、習

慣の相違がありますが、これは阻害の要因にはなりません。われわれは

彼らから、デザインの単純さなどの点において学ぶことができます。積

極的な市場開拓努力や、従業員と雇主との間の極めて良好な関係。（日本

の工場では、労働者たちは雇主あるいは自分たちの働く会社に対して強

い結びつき、忠誠心を持っています。）われわれはこれまで、競争のは

げしい世界市場に対処する能力において日本より遅れていました。これ

は、これまでそれだけの必要がなかったからであります。だがわれわれ

は、過去100年間ではじめて、極めて重大な貿易の不均衡の予想に直

面しています。

　われわれが、互いに有益な、友情と貿易を拡げる大きな機会を意識し

はじめたことを私は喜んでいます。アトランタの高級な日本料理店のそ

ばを通りすぎるときに、店の入口で長い列を作って待っているジョージ
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ア州の人たちを見ただけで、彼らがわれわれにアピールする品物を持っ

ている事実を知ることができます。彼らは、われわれがそれを知るにっ

れて喜ばしいものとなる食物や習慣を持っています。

　ジョージア州の第一の農作物は、ピーナッツ（落花生）であります。

ところがわが州にとって不幸なことに、それは重大な輸入割当が行なわ

れている33品目のひとつになっています。そこで私は、日本の大使夫

妻がグリッツ（荒ひきとうもろこし）の愛好者になられたように、日本

の学校児童たちがピーナッツ・バターやゼリー・サンドウィッチを大い

に嗜好するようになることを期待したいのであります。私はご列席の大

使、知事、その他の貿易使節団や、また、デント商務長官に対し、結局

日太の工場で働くことになるジョージア州の農民のために、日本の進出

をはげまし、食料としてのピーナッツに対する輸入割当を緩和もしくは

廃止して、このすぐれた食品を日太人の食卓のふつうの食品にするよう、

極力ご尽力願いたいと思っています。

　私は米国50州の中の1州の知事として、ここにご臨席のすぐれた政

治的指導者の方がたが米国の実情について認識を深められ、またこの方

がたをわれわれのまっ只中にお迎えできたことをわれわれが深く喜んで

いることを申しのべたと思います。われわれは、お互いに学び合うもの

を多く持っています。しかしわれわれは、友好、相互教育、敬愛を高め

ることによって、われわれ両国を結びつけるという共通の目標を分ち合

っています。

注）パネル．ディスカッションについては、録音テープ不備のため省略

　　するが、“フロリダへの日太人観光客の誘致“について金子知事に

　　質問があった。
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当面する社会福祉行政
一老人福祉対策について一

　　友納知事の報告演説

　私は、千葉県知事の友納でございます。

　本日は・この米日知事会議の席において、日本側からの提出議題で

あります「当面する社会福祉行政」、特に、老人福祉対策について、

ご報告申し上げる機会を与えられましたことを光栄と存じております。

1．わが国の社会福祉行政と地方公共団体の役割

　　わが国の社会福祉行政は、先進各国に比較し、かなり立ち遅れを

　みておりましたが・1970年代に入り、産業優先から福祉優先へ

　と政策の転換をし、福祉国家の実現をめざし、国と地方公共団体と

が一体となって、社会福祉対策にとりくみ、積極的に推進したこと

　にょり、最近急速に改善され、福祉水準が高くなってきつつありま

す。すなわち、老人医療の無料化、児童手当の支給、医療保険制度

　の確立などに、それが顕著に現われております。

　　わが国の社会福祉行政を制度的にみますと、国および地方公共団

体は、各種の福祉行政を推進する公的責務があり、これに民間社会

福祉団体が一部補完的に責務を分担するしくみとなっております。

　特に、地方公共団体は、住民に直接かっ密接に関連がある福祉行

政の実施主体となっておりますが、その役割をみますと、

（1）老齢年金、公的扶助など老後の所得保障の実施をすること。

（2）身体障害者、老人などに対して看護、援護、更正などの福祉行

　政のサービスを提供すること。

（3）老人福祉施設、児童福祉施設などの社会福祉施設の設置、管理
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　をすること。

であります。

　　しかしながら、このようなわが国の社会福祉行政につきましては、

　なお次のような点に問題があると指摘されております。

（1）各種の福祉制度が、各々独立した形で機能しているため、これを

　総合的に推進する体制をととのえる必要に迫られていること。

　（2｝社会、経済環境の変化に伴い、諸経費の値上り、環境公害の出現、

　人口の老齢化などによる所得保障、医療保障の拡充の要請が強いこ

　　とo

（3）所得保障などの拡充に加えて、国民からの各種の行政サービスの

　欲求が強いこと。

　　これらの問題の解決のためには、単に地方公共団体だけでなく、国

全体の社会福祉対策の積極的展開が必要であることはいうまでもあり

　ませんが、本日は、わが国にとって、最も重要な問題の一つとなって

います老人福祉対策について、報告を申し上げることにいたしたいと

　存じます。

2．老人福祉の現状と対策

（1）老人福祉の現状

　　　1970年におけるわが国の65才以上人口は、およそ730万

　　人であり、全人口の7．1％を占めております。この割合はスウェー

　　デンの13．1％（1967年）、フランスの12．6％（1968年）、

　　イギリスの12．8％（1969年）などに比べると決して高い率で

　　はありません。しかし、国の人口問題研究所の推計によりますと、

　　今後この比率は、急速に高まることが予想されており、1990年

　　（17年後）には11％に達し、2010年（37年後）には15
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％をこえることになります。

　しかも・こうした人口構造の老齢化のスピードは欧米諸国に比し

て著しく早い。すなわち、総人口に占める60才以上人口の比率は、

8％から18％になるのに欧米諸国が50数年から2世紀近くかか

っておるのに対し、わが国の場合には、40年という短期間で達す

ることになります。

　こうした人口構造の老齢化の結果、15才から64才までの生産

年齢人口に対する65才以上の老齢人口の比率も高まり、現在の10

％が2，000年には16％になります。すなわち、現在は10人の

生産年齢人口で1人の老人を扶養しておるのに対し、20年後は6

人で1人の老人の扶養を負担することになります。

　こうした人口構造は、わが国がかって経験したことのない事態で

あります。しかも、わが国における老人福祉対策の背景は、戦前に

おいては、社会通念として儒教思想、すなわち親に孝行をつくし、

祖先を崇拝することを美徳とする思想のもとに、老人に対する施策

が、家庭福祉として処理されてまいり、国および地方公共団体の福

祉行政は、救貧的な対策に限られておったわけであります。

　また、戦前から比較的充実いたしておりました国民の健康の増進

をはかるための医療保険制度は、老人の福祉に大きく寄与する制度

ではなく、また、1944年からはじめられ、被用者を対象とした

厚生年金保険制度にいたしましても、老人の生活保障を確立する施

策というよりは、勤労者が安んじて働くための制度でありました。

　しかしながら、戦後は、老人のおかれている状況が一一変いたし、

人口構造の著しい変化に加えて、都市化の諸現象は、核家族化、扶

養意識の変化をもたらしました。
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　　したがって、このような時代の変化を背景として、老人福祉のた

　めの行政は重要な問題となり、地方公共団体が国の施策をさき取り

　する行政の形態をとりながら、国、地方公共団体が積極的に取り組

　まなけれぽならない現状であります。

②　老人福祉対策

　　わが国において、どのように老人福祉対策が進められているか、

　以下に紹介することにいたします。

　　第一は、老後保障対策であります。

　　老人の生活の安定確保をはかるため、わが国においても、被用者

　を対象とした厚生年金など各種年金に加えて、1961年から、自

　営業者を対象とした国民年金がはじめられ、その後公的年金制度と

　して逐年充実されてまいりました。これは、国の負担と、事業主と

　国民の拠出にょる保険料を積立てることによって、受給権者へ給付

　する方式で行なわれ、現行は、年金の給付月額2万円で、厚生年金

　は60才から、国民年金は65才から給付することになっておりま

　す。なお、1973会計年度から、年金の給付月額を2万円から5

　万円に引きあげ、また、消費者物価の上昇が5％以上になった場合

　にスライド制を導入するなどの改善が行なわれることになりました。

　　この年金制度は、地方公共団体が事務費の一部を負担するほか、

　事務処理の実施を行なっております。

　　第二は、老人保健医療対策であります。

　　老人の保健医療対策として、65才以上の老人の健康診査、老人

　の心身の機能回復訓練、老人医療の無料化などを実施いたしており

　ますが、このうち、特にご紹介申し上げたいのは、老人医療の無料

　化、すなわち医療費の公費負担制度であります。
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　地方公共団体が自主的に老人医療の無料化を、国に先取りして実

施したことにはじまり、国がこれを取り上げ、1973年1月1日か

ら・医療保険制度に加入している70才以上の老人を対象に、医療

費を公費で負担し・無料とすることを制度化いたしました。その費

用は、国が3分の1、地方公共団体が3分の1の割合で負担するこ

とになっております。なお、ねたきり老人に対しては、1973会

計年度から65才まで引き下げて実施することになりました。

　第三は、老入の援護対策であります。

　1972年現在、わが国においては、推計で、ねたきり老人35

万人、ひとり暮らし老人48万人がいるといわれております。

　これらの老人に対する援護対策としては、ねたきり老人のための

老人家庭奉仕、日常生活用具の給付、ひとり暮らしの老人のために

電話相談センターの設置、介護人の派遣、さらに働く意欲をもつ老

人のための生きがい対策として、老人就労あっせん、老人クラブの

育成、老人スポーツの普及の各般にわたる施策を、地方公共団体が

実施主体となって行なっております。これに要する経費については、

国が一部助成する事業と地方公共団体が単独で負担して実施してい

るものとがあります。

　第四は、老人福祉施設対策であります。

　わが国の老人福祉施設には、特別養護老人ホーム、養護老人ホー

ム、軽費老人ホーム、老人福祉センターの各種施設がありますが、

まだまだ数において不足しており、必要なときにいつでも入所でき

る状態にはありませんので、国においては、1975年を目標に社

会福祉施設緊急整備5力年計画を立て、総額3，510億円で、これ

らの施設の整備をすることにしておりますが、地方公共団体の中に
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　　は、住民の欲求が強いため、やむを得ず単独でコロニー施設等を設

　けてこれに対処しているところもあります。

　　　この各種の施設の設置および運営に要する経費は、施設設置費は、

　原則として国が2分の1、地方が2分の1の割合で、運営費は、国

　が10分の8、地方が10分の2の割合でそれぞれ負担するものと

　　されています。

　　なお、施設設置経費をまかなう特別の資金調達方法として、年金

　　の積立金を原資として還元融資をする制度があります。

3．今後の問題点と老人福祉のあり方

　最後に、今後の問題点とそのあり方について申し上げてみたいと思

います。

　　すでに述べましたように、わが国の社会福祉行政には、なお幾多の

問題点があり、多岐にわたっておりますが、最近特に、住民からの社

会福祉に対する欲求がきわめて強く、これにどう対処するか、大きな

課題となっており、この課題を解決するためには、社会福祉行政の総

合的対策を積極的に推進するよりほかにありませんが、さし当たって

　の老人福祉対策にっいては、

（1）老後の生活保障を確立するため、年金制度の充実、殊に給付対象

　の拡充強化、年金額の引き上げをはかる必要があること。

（2）老人医療の無料化についても、対象年齢の引き下げ（65才が目

　標）、所得制限の撤廃をすること。

（3｝老人に対する行政サービスの徹底を期すこと。

（4）老人福祉施設に対する補助率のアップ、地方超過負担の解消、施

　設予算の拡大等をはかる必要があること。

などが、当面解決を迫られておる問題でありますが、さらに将来を展
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望した場合、老人に生きがいを与える諸施策、たとえば

日｝高齢者の雇用の促進

（2）老人を対象とした社会教育の充実

（3）老人用のレジャー施設の整備

など、全般的視点にたって、今後検討が進められる必要があります。

　基本的には住民の福祉の向上の要請に地方公共団体として、これに

どうこたえてゆくか、そのためには地域住民に密着した諸行政を積極

果敢に展開して行くことが、これからの行政の果す役割であろうと考

えます。

　御清聴を感謝いたします。
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　　　　社会福祉行政

ホルシユオーサー知事の報告演説

　友納知事が太日述べられた問願は、世界の特定の国における独特の問

題ではありません。それは、われわれすべてが責任を分ち合わねばなら

ない問題であります。米国では、社会福祉とか社会事業とかの考え方は、

今世紀はじめセオドア・ルーズベルトやウッドロウ・ウィルソンによる

議論にはじまりました。そしてフランクリン・ルーズベルトの治世下で

この国の大不況の時代に実を結ぶに至りました。社会保障は現実のもの

となり、この国でも最も不幸な人びとに助けの手を差しのべるという伝

統ができあがりました。

　近年われわれは、大統領府の老人問題会議（複数）を通じて、高令に

達した人びとにより良い生活をさせるための手助けをすることに新たな

関心を持つに至りました。われわれは、保健、住宅、栄養、レクリエー

ション等に関する新たな論議が起っているのを見ています。われわれは、

連邦政府にょる新しい事業として「メディクア」（国民医療保障）及び

「メディケイド」（低所得者医療補助）が設けられるのを見ました。こ

の両制度によって、今世紀初期にはじめられた在来の援助事業は、画期

的な拡充を見ました。

　しかしながら、アメリカでは、社会福祉は施し物以上のものであり、

政府は、人びとがみずから助けるのを助けるとき人ぴとを最もよく助け

ることになるのだ、という考え方が強まっています。われわれは、この

ことを、1960年代を通じてのOEO（経済機会局）計画の発展の中

に見ることができます。今日、経済機会局は、解体されっつありますが、

事業そのものは、人ぴとが自らを助げるのを助けるという援助の仕方で、

一46一

■



何らかの形で続いています。

　各州もまた同じ種類の助成を積極的に行なっています。農村地域にお

ける医療は、わが国のどの州にとっても、あるいはわが国全体にとって

も、独特な問題ではありません。それは全世界的な問題であります。わ

が国の連邦政府は、しばしば医療事業に対する助成を行なってきました

が、適当な旅行距離の範囲内に医療サービスが得られないのが実情であ

りました。

　われわれは、わが国全体を通じてパラメディカル（準医療）の専門職

員がさまざまの形態で養成されるのを見ています（看護婦や医師の助手

など）。これは、協力的な医師や病院の緊密な支持と後援を得て推進さ

れています。

　わが州では、農村地域における新たな診療所網の形成に乗り出そうと

しています。そしてそれは、地域保健教育センターの組織に結びつけら

れることとなり、これによって州全域の関係保健職員の研修が可能とな

りましょう。同時に、医療機関を欠いている地域社会に対し、これらバ

ラメティカルの専門職員の活用を奨励するのは、州政府の役割でありま

す。州政府は、調整したり奨励したりしますが、真のイニシャチプは、

地域社会がとらなければなりません。

　ますます多くの州が、医療機関に恵まれない地域に居住しようとする

医学生や医大卒業者に、学資を供与したり貸与したりする事業を行なっ

ています。

　また、われわれのサービス拡大の努力のすべてが老人だけに向けられ

ているのではありません。青少年層を見るとき、現代の大きな特色として

人材養成が重点としてあげられ、米国南部および米国全体において教育

に対する伝統的アプローチの拡充が見られます。
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　わが国の経済が農業経済型から都市経済型へと移ってゆき、また、農

業自体についても機械化が非常に進展するにつれて、非農業労働の比率

が上がって行きます。そこで多くの州が、各個人が自分と自分の家族を

養う能力を高めてやることが、貧困と救済対象から抜け出させるための

最強の武器であることを認識して、技術援助や技術教育の事業をはじめ

ました。

　多くの州で、今や住民の90％の者が技術教育の行なわれている場所

から車で30分以内の所に住んでおり、この技術教育によって住民の自

らを助ける能力を改善することが促進されています。同時にこの種の教

育は、わが国の経済の基礎をなす工業発展のための強力な労働力を提供

するうえで、極めて有力な武器であります。

　それであらゆる戦線において、全世界の国ぐには同じ問題に直面して

います。そこで地球が小さくなってゆきつつある今日、われわれの諸問

題をいっしょになって解決するため相互のコミュニケーションを改善し

てゆくことが、われわれにとって大切なことであります。

　数週間前、牛場大使のノースカロライナ州来訪に引き続いて、われわ

れは、コミュニケーションを発展させてゆくうえでわが州が果し得る役

割について検討をはじめました。これらの討議の結果、ごく近い将来、

ノースカロライナ州政府は、ノースカロライナ州と日本との貿易を拡大

し投資活動を逆転させる努力を調整するため、州のクリアリング・ハウ

スを設置することになりましょう。これはノースカロライナ州の工業製

品や農産物に関心のある日本の商社や、ノースカロライナ州に工場を設

置することに関心を持つ日本の企業と、輸出のはけ口を求めているノー

スカロライナ州の製造業者や農業関係者との間の接触点を提供するもの

となりましょう。
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　本日持った・このような会議は、日太の各県や日本全体と、アメリカの

州や国との間の大きな貿易を安定的に確保してきた関心の継続的な更新

への最高の希望を差し出すものであります。われわれは、太日このよう

な機会を与えられたことを感謝しています。
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共　　同　　声　　明

前　文

　アメリカの州知事と日本の県知事の相互訪問は、アメリカ合衆国全国

知事会議と、日太国全国知事会との合意に基づき、1962年に始めら

れ、以来日本とアメリカで交互に続けられてきた。このような相互訪問

は、われわれ両国民間の協力と友情の発展に、欠くべからざるものであ

る。

　日本とアメリカの両国知事は、国民と国家的に関係のある重要問題

一農業、教育、社会福祉、土地利用政策、経済発展、運輸、環境、地

方自治体間の相互関係一に密接な関係をもっているので、これらおよ

びその他の重要な分野において、知識と経験の交換を通じて、測り知れ

ない程の価値をもたらした。

　この成功を収めた交流訪問は、日米知事会議の開催となり、また、日

太の県とアメリカの州の地方行政、産業、農村と都市の発展について視

察となり、共通の関心事に対する調査研究の発表を分け合い、両国の国

家的指導者との会見を行うことになった。これらの活動は、地方行政を

改善し、経済的文化的接触を一段と深め、より親密な人間関係を確立し、

われわれ両国の理解と善意の育成に多大の貢献をした。このような努力

は、安定と世界平和に対するわれわれ相互の願望の調和に役立つもので

ある。

　今年、日本の知事と副知事は、アメリカ全国知事会議の招請により、

4月5日アメリカを訪問し、1973年4月14日、サウスカロライナ

州チャールストンで開催された第12回日米知事会議に出席した。会議

の議題は、アメリカ側提案の「国際通商関係」と、日本側提案の「老人
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を主とした社会福祉」であった。これら二つの議題はいつれも、両国の

州と県が当面している緊急問題を取扱ったものである。

　日太の知事団は、アメリカ政府の指導者との会見および、ハワイ、ア

イダホ・ウイスコンシン・サウスカロライナおよび、ヴァージン諸島訪

問の機会を得たことに、多大の感謝の意を表した。

　かくしてアメリカの地方行政、産業、農業、公共事業を視察し研究す

ることを可能にし、アメリカ国民と親しく接触して、よりよく知り合う

機会を得た。

政策に関する声明

　1973年4月14日サウスカロライナ州チャールストンに会合した

日米両国知事は、鼓に、地方行政とその改善に責任を有する者として、

日米両国知事の相互訪問の重要性を確認し、日米両国民間の相互理解の

推進に努力を継続すべきこと、国際協調と世界の緊張緩和の推進に努力

すべきこと、依って相互訪問の継続と発展にお互の努力を致すべきこと

を決議する。

　更にわれわれは、両国間の貿易に関し生ずる特殊な問題を認識し、こ

れら諸問題は、相互の信頼と協力により是正され得るものであることを

決議する。

　故にわれわれは、このような問題に対し、尊敬と公平と相互援助の精

神を通じて、最大の努力をもってその解決に協力することを誓い、日米

両国が過去25年間享受して来た平和と繁栄の要素をなした友情の絆と、

経済提携の維持と拡大の重要さを、認識するものである。
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日 程

●

卜

ハワイ州

4月　5日（木）

4月　6日（金）

午前10時30分日本航空72便によりホノルル空港

着。バンチボール国立墓地参詣。

午後自由行動、エスコート付き。夕刻ジョン・A．バ

ーンズ知事夫妻により知事官邸においてレセプション。

夜、高良総領事夫妻の晩さん会。クィーン・カピオラ

ニ・ホテル宿泊。

カピオラニ・ホテルにて朝食。ドール・パイナップル

缶詰工場視察。ハレクラニ・ホテルにてハワイ州国際

協力庁主催昼食会。

午後自由行動、エスコート付き。夏の家料亭にてハワ

イ日系人連合協会主催歓迎会。

午後10時30分バンアメリカン航空894便にてホ

ノルル発。翌4月7日（土）午前5時55分シアトル

着。

午前7時30分ユナイテッド航空922便にてシアト

ル発

アイダホ州

4月　7日（土） 午前10時29分ボイジー着。空港にてセシル・D・ア

ンドラス知事・アミックス・ボィジー市長その他州幹

部職員による歓迎。午後12時30分より記者会見。

ホテルにて昼食会のうちシンプロット．ジヤガイモ加
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4月　8日（日）

4月　9日（月）

4月10日（火）

工工場と牛飼育場視察。ジョージ川合氏の私宅でお茶

の会。ホテルにて晩さん会。ダウン・タウナー・モテ・

ル宿泊。

ホテルにて朝食。午前中ボーガス・ベイスン．スキー

場見物。午後州議事堂、最高裁判所訪問。午後5時30

分ホテルにてアンドラス知事夫妻のカクテル・パーテ

ィと晩さん会。

ホテルにて朝食。アイオワ州へ出発のため空港へ向う。

午前8時30分ユナイテッド航空620便にてボイジ

ー発。午前10時デンバー着。

（註）　アメリカ中部を襲った記録的大雪のためアイオ

ワ州デモイン空港が閉鎖され、同州訪問は突如中止と

なった。一行は、コロラド州デンバー空港近くのホテ

ルに宿泊した。

（なお、アイオワ州での予定された日程は次のとおり

であった。）

「午後2時47分アイオワ州デモイン空港着。空港に

てロバート・D・レイ知事、リチャード・オルソン、デ

モイン市長、州軍旗兵、高校生バンド等による歓迎。

世界最大の農業機械製作会社マッセイ・ファーグソン

視察。ホリデイ・イン・ダウンタウンにて休息。午後

6時30分知事官邸にてレセプション。そののちデモ

ィン・ヵントリー・クラブにて晩さん会。

ホテルにて朝食。知事訪問と記者会見。アイオワ州議

会訪問。アイオワ州立大学視察及び昼食会。午後1時
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52分オザク航空934便にてデモイン発、午後2時

50分シカゴ着。シカゴにてウイスコンシン州マディ

ソン行き飛行機に乗替え。」

■

ウイスコンシン州

4月10日（火）

4月11日（水）

4月12日（木）

午後5時2分マディソン着。バトリック・J・ルーシー

知事および州幹部職員の出迎え。シェラトン・インに

て休息。ウイスコンシン製造業者協会主催の晩さん会。

エッジウオーター・ホテルにて開催oシェラトン・イ

ン宿泊。

朝食会のためバーク・モーター・インに向う。

午前9時30分ウイスコンシン上下両院議会訪問のた

め州議事堂に向う。最高裁判所訪問。ノルウエー人ダ

ンサーの余興。正午マデイソン．クラブにてファース

ト・ウイスコンシン・ナショナル銀行主催の昼食会。

午後男子は、アメリカ林産物研究所、オスカー・メイ

ヤー食肉包装会社視察。夫人は買物とフランク・ロイ

ド．ライトの「タリーセン」の家訪問等観光。夜知事

官邸にて晩さん会。シェラトン・イン宿泊。

ホテルにてキッコウマン醤油K．K．主催の朝食会。ウイ

スコンシン大学訪問、ユニオン・サウス（学生会館南

別館）にてレセプション。大学教授及び大学日本人会

々員出席。

午前11時50分ノースセントラル航空464便にて

マテイソン発。午後0時25分シカゴ着。午後1時30
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分アメリカン航空356便にてシカゴ発。

ワシントンD．C．

4月12日（木）

4月13日（金）

午後3時59分ワシントンD。C．着。デュポン・プラ

ザ・ホテルにて休息。午後7時より日本大使館にて牛

場大使夫妻主催晩さん会。

デュポン・プラザ・ホテルの宿泊o

早朝国務省にて朝食。午前9時30分国務省訪問。ロ

ジャース国務長官と会見。午前11時ホワイト・ハウ

ス訪問、ニクソン大統領と会見。午後0時30分上院

議員との昼食会（クリフォード・ハンセン上院議員

とハロルド・ヒューズ上院議員共催）午後合衆国国会

訪問。その後国防総省訪問エリオット・L・リチャード

ソン国防長官と会見。午後5時30分よりデュボン・

プラザ・ホテルのアンバサダー・ルームにてクリフィ

ールド事務総長主催カクテル・パーティ。午後7時40

分ナショナル航空423便にてワシントンD．C．発

サウスカロライナ艸1

4月13日（金）

4月14日（土）

午後8時55分サウスカロライナ州チャールストン着。

ジョン・C・ウエスト知事歓迎。ミルズ・ハイアト・ハ

ウスに向う。ホテルにて非公式レセプション．ミルズ．

ハイァト．ハウス宿泊。

午前9時ホテルにて朝食。ハイバーニアン・ホールに

て日米知事会議。昼食会場にてフレテリック・B・デン
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4月15日（日）

4月16日（月）

ト商務長官の演説。午後1時知事夫人はチャールズ．

タウネ．ランディングの州立エクスポジション・バー

クで昼食会（ウエスト知事夫人、ウエストモーランド

将軍夫人共催）。午後自由行動。午後6時ギベス美術

館にてレセプションののち、ハイバーニアン・ホール

にて晩さん会。牛場大使の演説。ミルズ・ハイアト・

ハウス宿泊。

ホテルにて朝食。午前中古都チャールストンの観光の

のち昼食会（ウエスト知事夫妻及びウエストモーラン

ド将軍夫妻主催）（於チャールス・タウネ・ランディ

ングのエクスポジション公園）チャールス・タウネ．

フンァィングにおける「日本テー」の開会式出席。そ

の後自由行動。夕刻ミドルトン・プレイス庭園にて植

樹祭及びレセプションと晩さん会。松明を点した夜の

園内散策。

ミルズ・ハイアト・ハウスにて朝食。ヴァージン諸島

訪問のため空港に向う。午前8時デルタ航空519便

にてチャールストン発。午前8時55分アトランタ着。

午前10時45分デルタ航空103便にてアトランタ

発、午後0時14分マイアミ着。午後1時30分イー

スタン航空993便にてマイアミ発。

ヴァージン諸島

4月16日（月）　午後4時44分セント・トーマス島シャーロット．ア

　　　　　　　　マリ着。メルヴィン・H・エバンス知事夫妻と州幹部職
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●

4月17日（火）

4月18日（水）

員出迎え。花束贈呈。ブリュー・ビアード・キヤッス

ルに向う。午後7時30分総督庁にてカクテル・パー

ティと晩さん会。

ブリュービアード・キヤッスル宿泊。

ホテルにて朝食。知事及び副知事は、エバンス知事及

び議員と会見。知事夫人は、エバンス知事の私邸訪問。

ボートにてレッド・フック発。セント．ジョン島に向

う。同島カニール湾にてビュッフェ式昼食。同島トラ

ンク湾（世界で最も美しいといわれる観光地）訪問。

夕刻カニール湾よりセント．トーマス島レッドフック

に帰還。午後5時30分宿舎プルービアード・ホテル

に戻り休息。午後7時からカリビアン・ビーチ・ホテ

ルにてカクテル・パーティと晩さん会及び伝統的なヴ

ァージン諸島の催しあり、10時ホテルに戻る。

ホテルにて朝食。公式訪問終る。午前11時トルーマ

ン空港発。帰国。

●
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　　（4月5日～6日）

ホノルル空港にて

　空港の知事ラウンジには、バ三ンズ知事夫妻、州庁から儀典係のラム

氏その他在ホノルル高良総領事、伊藤領事、日系人西、玉井、磯島の各

氏等多数が出迎えた。

パンチポール国立墓地参拝

　空港から直ちにパンチボール国立墓地に詣で、アメリカ側で用意して

くれた紫のカトレヤの花輪を捧げた。

　国立墓地は、バンチボールの丘にある。ここは凡そ7万5千年前に起

きた噴火によって出来た噴火口であるといわれている。112エーカー

の敷地は、緑の芝生に被われ、その中に低いグラニットの墓碑が、規則

正しく並び、ところどころに鮮やかな南国の草花が供えられている。こ

の墓地は、1948年に建設された。第2次世界大戦の戦残勇士1万3

00柱を含め、1万9千5百柱の英霊の墓碑が立てられている。

　墓地の中央奥部に記念碑と記念堂が建てられているが、これは1958

年6月に着工され、1965年に完成した。白大理石の石段を十段程昇

ると、月桂樹の小枝を持った清楚な女神の像が、白大理石に浮彫にされ

ている。この像の高さは30フィートである。記念堂には、遺体の失わ

れた2万6千250名の英霊の氏名が記録されている。

知事官邸のレセプシヨン

　午後5時15分からワシントン・プレイス（知事官邸）でレセプショ
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ンが、バーンズ知事夫妻主催により、多数の日系人を集めて開催された。

　バーンズ知事夫人は、例の車椅子で参会者に応接していたが、この日

昼間ホノルル空港への出迎えと言い、不自由な身体で夫に協力する姿は、

人々の胸に熱いものを感ぜしめずにはおかなかった。

ドール・パイナップル工場視察

　午前10時から約1時間半ドール・バイナップル工場を視察した。パ

イナップルは、ハワイの最も重要な産業の一つで、世界の生産の55パ

ーセントを占めているといわれている。その40パーセントが、ドール

会社によって製品化されている。ドール会社は、ハワイだけで3万工一

カーの耕作面積をもち、作付け、栽培、収獲、缶詰め、ジュースの製造

等一貫した作業を行っているほか、自社の製缶工場を持っている。夏期

には約1万人、常時約4，000人の従業員を使っている。

ビショップ博物館参観

　午後ビシヨップ博物館を参観した。此処には、ハワイ、フイジ、サモ

ア、タヒチ、トンガ等南方諸島の古代の人々の日常生活用品や、衣類、

調刻、装飾品等が展示されている。ホール中央の3階あたりから、鯨の

骨が吊されていたが、重さ9トンあると説明者は言った。

ハワイ州議事堂見学

　州議事堂は、1969年に落成した。建築費は300万ドルを要した。

全米で最もユニークな州議事堂と思われる。各州の議事堂は、ワシント

ンの国会議事堂を模して造られているが、ハワイのそれは、万国博のパ

ビリオンを思わせるような建築である。建物の周囲は、池に囲まれてい
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るが・これはハワイをとり巻く海洋を象徴している。何本かのコラム（

円柱）が5階建のビルを貫いているが、これはハワイの椰子の木を象徴

している。建物の中央部は、空洞になっていて空を仰ぐことが出来る。

これは噴火口を意味している。内部の木部は、すべてハワイ特産のコア

の木を使用している。

夏の家での歓迎会

　午後7時から日本料亭「夏の家」で、ハワイ日系人連合協会による歓

迎晩さん会が催された。日系人協会による歓迎会は、もう慣例になって

いて・日太知事団のハワイ訪問の都度行われてきたものである。百畳敷

き程の大広間に、参会者が溢れた。日本知事団一同にレイが贈られた。

　米村日系人連合協会々長の「歓迎会の挨拶と女性のスカートは、短か

い程よい」という前置きで、短かい歓迎の辞ののち高良総領事から「次

には今少し長くハワイに留って、ハワイの実情をよく知り、また、日本

の実情をハワイの人々に伝えてほしい。民間外交は、政府の公式外交以

上に大切であり、今後ともご協力願いたい」という趣旨の挨拶があった。

これに対し木村知事から「私は50年前戦時中一度死んで生き返ったの

で、これから死んだつもりで日本の発展と世界の平和のため尽したい」

という大意の挨拶があった。

　午後10時30分バンアメリカン機に搭乗、シアトルに向った。
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アイダホ州
　　（4月7日～9日）

記者会見

　搭乗機は、午前9時30分予定通り、ボイジー空港に到着し、アンド

　ラス知事、州幹部職員、ボイジー市長その他多くの日系人の出迎えを受

け、直ちにバスで宿舎ダウン・タウナー・モテルに送られた。11時同

　ホテル着。12時30分から1階ロビーの隣りの部屋で、日本知事団の

記者会見が行われた。会見の概要は、次のとおりである。最初にアンド

　ラス知事から、日本知事団メンバーの紹介があってから、記老との一問

一答があった。

〔記　者〕

　　ドル相場の変動をどう考えるか？

〔木村知事〕

　　ドルは世界の通貨の基本であって、ドルに変動があることは都合が悪

　　い。ドルを安定した状態にしたい。それにはアメリカが、ドルを安定

　　させることが必要である。

〔記　者〕

　　日本の農業についてお尋ねしたい。

〔木村知事〕

　　農作物の代表は米であるが、米は十分間に合っている。畜産特に家畜

　　の飼料は、輸入しているが、非常に高い。農業の経営規模は、アメリ

　　カと雲泥の差があって比較にならない。

〔金子知事〕

　　私の県も同様で、米、酪農、果実、養鶏が主な農業である。
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〔記　者〕

　大気と水の汚染情況について知りたい。

〔木村知事〕

　福島県は、農業35パーセントで、工業は20パーセントである。日

　本は国土が狭いので農工が混在していて、最近は公害が大きな問題に

　なっている。工場の公害を無くすためいろいろの規制が行われている。

　新設の工場は、工業団地に集め、規制を厳しくして、公害を出さない

　ように努力が払われている。

〔記　者〕

　日本の自動車工業と公害について知りたい。

〔木村知事〕

　日本は貧しい国で、国民は休む暇もなく働き、自動車産業その他の産

　業が、急激に発展したが、いろいろの規制がアメリカより弛い。今後

　は、労働時間の短縮や賃金の上昇により、従来のように生産は伸びな

　いと思う。

〔金子知事〕

　自動車の排気ガスについては、アメリカのマスキー法に倣って防止に

　努めている。

〔記　者〕

　国の政治の地方政治への影響について承わりたい。

〔木村知事〕

　　4野党が合同して自民党に反対しているので、その影響は、地方自治

　体も受けている。賃上げに関連して国鉄の順法闘争により混乱が続い

　たが、今は平静に復している。
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シンプロット・ジヤガイモ加工工場と牛飼育場の視察

　午後2時15分からバスで、シンプロット・ジヤガイモ加工工場と牛

飼育場視察に出発した。

　アイダホは、全米第一のジヤガイモの生産州で、別名ジヤガイモの州

と呼ばれているc州全体として30万6，000エーカーのジヤガイモ畑

があり、これらのジヤガイモ畑の一つは、遙か地平線の彼方まで数哩に

及ぶ大農場である。州全体の生産高は、100ポンド入りの袋にして7，

900万袋に達する。このうち新鮮なジヤガイモとして売り出されるの

は、約2割で、種イモと市場の基準に合わないものが、同数の2割に当

る。その他のジヤガイモは、州内幾つかの加工工場に送られる。加工工

場では、主として冷凍したフレンチ・フライや即席マッシュ・ポテトそ

の他各種の加工品に造られる。

（Southern　－style　hash　browns＆potato　－pancake　mix

等）

　シンプロット加工工場は、このような工場の一つである。冷凍食品加

エ業者としては、国内8番目に位し、年間の売上高は、9，000万～

9，500万ドルである。1970年以来7種の新しい冷凍ジヤガイモ製

品と、2種の新らしい脱水ジヤガイモ製品を生産している。その製品は、

全米のレストランやスーパーに売り出される。その製品は、年間5億ボ

ンドである。

　各種加工過程で、1日1，200万ガロンの清水を必要とする。使用済

の水の処理のため、1971年に137万ドルで施設が完成した。

　牛の飼育場は、高度にオートメ化され、副産物の廃物が広く利用され

ている。ジヤガイモの皮や干し草や穀類等は、プッシュ・ボタン式で撹

拝される。この栄養的にバランスのとれた餌は、コンベアで自動的に飼
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育場に運ばれて・25万頭の牛に与えられる。飼育場の廃物は、数千工

一カーのシンプロット農場の肥料として使用される。

■

アイダホの観光

　午前11時ホテル発、ボーガス・ペイスン・スキー場とロッジの見学

に向った。

　アイダホの観光事業は、農業、製造業に次いで第3位を占めている。

アメリカで最も人気のあるスポーツは、魚釣りとボーリングとボート漕

ぎであるが、旅行者として多いのは、スキーヤーとゴルファーと、テニ

ス・プレーヤーである。アメリカで人気のある9つのスポーッースキ

ー、ゴルフ、テニス、キヤンプ、ポーティング、アイス・スケーティン

グ、ハンティング、ブイッシング、ボーリングーを挙げてみると、こ

れらのうち旅行者として最も多いのはスキーヤーである。アイダホは、

国際的に知られたスキー州で、サン・バレーその他28の有名スキー場

がある。

　すでにスキー・シーズンは過ぎていたが、今年は春も雪が多く、ボー

ガス・ベイスン・スキー場には、相当数のスキーヤーが、スキーを楽しん

んでいた。リフトに乗せてもらって1キロほどの山頂まで運んでもらっ

たが、下りは向い風で骨の髄まで凍えた。ロッジのストーブに温まり、

暖かいコヒーを入れてもらったが、2、30分しても手足の体温は、暖

まらないほどであった。日系人マーティネズ道子夫人が、終日よく世話

をしてくれた。

アイォワ州訪問中止

　アイダホからアイオワへは、コロラド州デンバーで飛行機を乗り替え
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ねばならない。午前10時デンバーに着いてみると、野も山も里も約30

センチの白雪に蓋われ、ハイウエーには幾つも自動車が雪に埋れて立往

生していた。デモイン空港は、あと2、3日閉鎖されているであろうと

の情報で、アイオワ州の訪問は中止されることになり、デンバーで一泊

してウィスコンシンに向うことになった。空港近くのラマダ・インに案

内された。宿泊料は航空会社負担ということであった。

　この雪は、アメリカ中部を襲った50年来の春の大雪で、雪による死

者が40名もあったということであった。どうしてそんなに多くの死者

が出たのかと聞いてみたら、多くはエンコした自動車を引張り出そうと

して一晩中奮戦しているうちにheart　attack　（心臓発作）で死んだ

という話であった。自動車を置き去りにしても、何時間も歩かなければ

人家を探すことも出来ないアメリカでは、死者が出ることも当然かも知

れない。自動車文明と広大な土地をもつアメリカの悲劇である。

　デンバーでの一泊は、好個の休養であった。コロラド州は、アメリカ

中央部のロッキー山脈中にある。デンバーはその中心地で、標高6ρ00

フィートの高地にあり、空気は清澄で、夏は涼しくリゾート・エリアと

いわれてきた。人口数十万の大都会で、一行中タクシーで街の見物に出

た人もあった。

●
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ウイスコンシン州
　（4月10日～12日）

ヤデイソン空港での出迎え

　正午デンバー空港を出発して途中シカゴ乗替え、午後5時ウイスコン

シン州マデイソン空港に到着した。天気晴朗で、雪に蓋われたロッキー

山の峯々の雄大な景観が、飛行機の窓から眼下に傭鰍された。

　空港には、ルーシー知事及び州幹部職員、花束嬢、少年バンドの一隊

が待ち受け、君が代の演奏で日本知事団一行を迎えた。小学生位の数名

のお嬢さんが、知事一行のひとりびとりに花束を贈った。バスにて宿舎

シエラトン・インに向うo

マンパワー社の朝食会

　午前8時バーク・モーター・インの最上階の食堂でマンパワー社の朝

食会があった。ルーシー知事の挨拶についで、マンパワー社の重役の一

人シルバーバード氏から同社の紹介があった。

　この会社は、専門職や技術者をプールしておいて、申込みがあると短

期間人力を貸し出す会社である。物を生産するのではなく、生産のため

の技術と能力を貸し出すのである。

　その論理はこうである・あらゆる分野の仕事を社内スタッフで消化し

処理することは、かえってリスクが多く、仕事量からいっても処理でき

ないピークが出てくる。そこで有能な社外の臨時プロが必要になってく

る。このような要請にこたえて、エンジニアをリースすることを一つの

企業目標にしているのである。

　全世界の37力国に支店が600あって、23，000人の専門家や技
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術者を抱え、1972年度に20万人を貸し出したという。東京銀座

にも横浜にも大阪にも支店があるとのことであった。

州議事堂見学

　バーク・モーター・インからステイト・キャピトルは、眼と鼻の先

にある。キャピトルについて、マリーン・マーティ女史から次のよう

な説明があった。

　州議事堂は、火災などで4度建て直しされた。現在の4度目の建築

は、1906年から1917年まで約10年の歳月を要した。ニュー

ヨークの建築会社George　B．Post　and　Sorsカく設計した。建i築費

は、基礎工事、装飾、造作を含め、当時の金で7，203，826ドルを

要した。建築材料は、注意深く吟味され、大理石は、フランス、ノル

ウエー、イタリー、アルジェリア、ドイツ等から輸入された。外壁は、

大理石と比較し得る美しさと耐久力のある白色ヴァーモント花嵩岩が

用いられている。

　高さは遊歩場からドームの上の像の頂上まで285．9フィートある。

ドームは殊更にワシントンの国会議事堂より数インチ低くなっているo

東西南北に伸びる翼の長さは合計438フィートあり、地階の建坪は

2．42エーカーである。

　議事堂は、ローマ、ルネスサンスの代表的建築物である。恐らく最

も目につく特色は、夜間フットライトに照されると、数哩遠方から見

える白色の大ドームである。ドームの頂点に、一般にフォアワード（

前進）という名で知られる立派な金箔の銅像が立っている。高さは15

フィートで、重さは3トンある。

　主な5つの部屋は、知事応接室、最高裁判所法廷、上院及び下院会
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議室と公聴室である。これらの室の大壁画は、マグナカルタの調印、ア

メリカ憲法の調印、ローマ法廷、開拓者、インディアン等の象徴的、歴

史的場面が描かれている。

下院議会傍聴
　　　　　　　　　　■
　約20分間州議事堂の説明を聞いたのち、9時30分から下院議会を

傍聴した。日本知事団は、傍聴席正面に着席し、ルーシー知事から一人

々々の紹介があった。前知事ノールス氏も出席していた。この日の議会

は、土地利用問題に関するもので、ノールス前知事の長い演説があった

が、これは法案に対する証言であるとのことであった。

　発言者の自由を尊重し、与野党とも傾聴する真摯な態度は、感銘深い

ものがあった。

最高裁判所訪問

　終ってからルーシー知事は、日本知事団を最高裁判所に案内し、長官

及び陪席判事に紹介した。友納知事が「日本では判事は収入が少いので、

みな弁護士になってしまう」というと、ウイルキー判事は、「その通り

で、われわれは経済的に国家に奉仕しているのである」と答えた。金子

知事は「われわれの判事時代は、裁判官の方が収入がよかったのである。

アメリカでは、判事は選挙されているが、選挙されることは大衆に迎合

することにならないか？」と質問した。短時間であったが、なごやかな

会合であった。

　午前10時45分から1階のコンコースで、上院議員カール・トンプソ

ン氏から、スタウトン市のノルウェー舞踏団の紹介があり、日本知事団

を歓迎してダンスの披露があった。中学生の見学団が周囲をとり囲んで
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見物した。

オスカー・マイヤー工場視察

　午後1時45分から、ソーセージ会社のオスカー・マイヤー工場を視

察した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　オスカー・マイヤー会社は、1883年小さなソーセージ店として創

立された。今日ソーセージとハムの専門会社として7つの工場と30の

配給センターを全米に有し、10，000人以上の従業員を使用している。

200種以上の各種肉製品を製造し、年間の売上高は5億ドルに及んで

いる。1日の屠殺量は、豚25，000頭、牛250頭である。一貫した

作業で素材は45分間で、美しくパッキングされて機械から流れ出て来

るo

農務省林産物研究所視察

　午後アメリカ農務省林産物研究所を視察した。ここは森林や材木につ

いて各種の研究を行なうところである。BOFシステム部（Best

Opening　Face）は、材木をコンピュータで計算し、ロスを最少限に板

や角材を造ることを研究している。資源再生部（Renewal　of　a

Resource）では、都市の廃物を微小物に破砕して、ガラス、金属、布、

プラスチック、木片、紙等の物質の中から、せん維質を抽出して、これ

を紙や建築材料に使用し、他は廃物として埋立に使用することを研究し

ている。然しここでは紙の生産はしていない。

　低額住宅部（Low－Cost　Housing）では、2階建ての5つの寝室

のある住宅を11，500ドルで建築し、ローンで売出し、毎月55ドル

の分割払いで売出している。建物の耐久力、耐震力テスト、木材の弾力

●
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性テスト、木細片を化学処理して腐敗を防ぐこと、樹木の細菌の研究等

も行っている。また、バルフ’工場、製材工場の廃物で、羊の飼育も行っ

ている。森林菌類センター（Forest　Mycology　Center）では、森林

の菌類について研究を行っている。

　木材貿源の確保と環境保護に取組むこの研究所の使命は重大である。

　この研究所は、また、森林の廃物を建築材料に使用する研究を行って

いる。アメリカは毎年120万ないし130万立方フィートの木材を消

費している。他方アメリカは、木材伐採の残物や商品とするため木材の

周囲を削ったりするための廃物や、その他病虫害や火災により損害を蒙

った木材といった形で、凡そ96万立方フィートの未使用の材木を森林

に放置している。すなわち

　　伐採の残物として　　　　　　　　36万立方フィート

　　病虫害を受けた木材　　　　　　　45　　〃

　　商品とするためのシンニング　　　15　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　計　96　　〃

　これらの材料は、普通堆積されたり、焼却されたり、森林に残して腐

らせたりしている。これらの廃物は、病虫害の繁殖や火災の原因になっ

たり、焼却すれば公害を引き起したりする。96万立方フィートの廃物

は、内輪に見積っても66万立方フィートの木材として使用可能である

と研究所では言っている。これは毎年アメリカの木材消費量の2分の1

にあたっている。これらの廃物を、建築材料として使用する研究を行っ

ている。

　すなわち廃材のうち木材として使用できるものは、木材または合板に

し、根の部分は燃料として使用する。細かい木片は、圧搾して特殊の合

板にし、床板や羽目板、天井板等の建築材料に製作している。
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